
ごあいさつ

第４６期 連結財務ハイライト

決算のポイント

新中期計画（V－２計画）に向けて、
体制・基盤づくりをしっかり行ってまいります。

平成２８年３月期は、自動車内装照明向けのＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＥＤおよび医療用ゴム製品のプレフィルドシリンジ用ガス
ケットの受注が好調に推移しましたが、機能製品のＲＦＩＤタグ用ゴム製品の海外向けの受注が大きく減少し、減収とな
りました。営業利益および経常利益は、前期に役員退職慰労引当金繰入額の計上等があったことから増益となりまし
た。一方、当期純利益は、前期に特別利益として受取保険金の計上等があったことから、減益となりました。

売上高は機能性ゴム
製品の受注減により
減収、利益は前期に
特別な費用計上が
あったことから増益
となりました。

　第１１次三カ年中期経営計画
（Ｖ－１計画）では、平成２９年３月
期の連結売上高８０億円、連結営
業利益８億円を目標に進めてき
ましたが、今後の事業環境等を
勘案し、売上高を６２億円、営業
利益を２億７１百万円に修正しま
した。事業分野のうち、自動車分
野と医療分野は堅調に推移して
いるものの、大きな売上げ増を
見込んでいたライフサイエンス
分野のマイクロ流体デバイスの
受注が２年後以降になったため

です。他のマイクロ流体デバイスの案件も開発フェーズであり、今
期中の量産開始予定ではありませんが、案件を進めているお客様
は継続して新たな事業分野にチャレンジする意向があり、当社もお
客様のニーズに応えていきたいと考えています。
　白河第二工場建設の件は、土壌調査等で時間がかかり、当初予定
から約１年ずらして平成２９年２月竣工予定としました。福島県からの

補助金も事業年度が変わったことを承認いただき、受領いただける
こととなりました。新工場で生産予定のマイクロ流体デバイスの量
産化は遅れますが、既存の福島工場、第二福島工場、白河工場、また
中国の東莞工場で生産している製品群の今後の展開や拠点の特長
を最大限発揮できるようにすることを検討し、生産場所のリロケー
ションを図っていきます。
　ＡＲ－２０２０ＶＩＳＩＯＮに向けた次の新中期計画（Ｖ－２計画）に向
けて、お客様へのお役立ち度が高まるような製品・事業づくり、そ
して、会社組織を含めた体制・基盤づくりをしっかり行ってまいり
ます。

代表取締役社長
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［連結売上高目標］

Ｖ－１計画の
見直しについて

Ｖ－１計画最終年度の２０１７
年３月期は、当初目標の８０
億円から６２億円に修正しま
した。
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コア技術に注力し、
事業分野に製品展開します！

　「Ｖ－１計画」では、中期経営方針として、①既存事業の質・量の持
続的成長、②新市場・新分野への事業展開、③２０２０年に向けた事
業基盤の強化と整備の３つを掲げています。最終年度となる２０１７
年３月期は、常にお客様に感動を与えて、目標を達成し、あきらめ
ずにやり抜く努力をするプロフェッショナルな行動と考え方を最重
視していきます。

　着実な事業基盤の強化と積極的に競争優位分野へチャレンジ
するため、長期に成長できるコア技術・要素技術を明確に磨きなが
ら、自動車・医療・ライフサイエンスの各事業の「最強化」を図りま
す。また、企業体質強化により構造改革を推進するため、現場密着
で資源価値を最大限に高める幹を明確にして、競争力ある企業へ
「最強化」していきます。

２０１７年３月期［V－１計画最終年度］に向けての取り組み

４つの事業分野

経営方針 ： 「お客様の御役に立つ腕前に集中して更なる発展への道を創造する。」

工場技術間の連携を深め、体制を強化
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医療用ゴム製品対応
クリーンルーム仕様
水処理仕様

第二福島工場

解析・体外診断対応
クリーンルーム仕様

白河第二工場

平成２８年１月１３日から１５日の間、東京ビッグサイトで開かれた「オー
トモーティブワールド２０１６」に当社の技術を生かした自動車用の製
品を展示しました。海外の営業拠点間の連携を強化して、グローバ
ルワイドにお客様に密着して受注を獲得する活動を進めています。

オートモーティブワールド２０１６に出展し、
顧客提案スタート！

ＴＯＰＩＣＳ

次世代コンタクトラバー

静電容量型
感圧センサー

プチ・ペルチェ
デバイス
（ＰＰＤ）

２０１６年６月着工
（２０１７年２月竣工予定）

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＥＤは自動車の内装照明の光源としてさらに拡売を進め、収
益の基盤となる利益を稼ぐ当社の主力製品です。また、独自のゴムの配合
技術を生かしたスイッチ用のゴム製品の接点ラバーや防水カバーなどが自
動車向けに採用されています。

工場の特長を生かした最適なものづくりでお客様の期待に応えます。
自動車分野

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＥＤ ASA COLOR LAMPCAP
接点ラバー、Oリング スイッチ用ラバー、防水カバー

主
な
製
品

Ｖ－１計画ではさらに合理的なものづくりを追求し、付加価値を高めた競
争力ある製品づくりで受注を増やしていきます。
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（実績）
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３6

連結売上目標（単位：億円）

安全性の高い材料を使用し、ゴムの特性を生かした製品づくりで、医療現場
の安全に貢献し、使いやすさを追求したゴム製品を供給しています。さらに
次の新製品開発に向けて、要素技術の深掘りを進めます。

医療分野

プレフィルドシリンジ用ガスケット 採血用・薬液混注用ゴム栓
点滴輸液バッグ用ゴム栓 真空採血管用ゴム栓

主
な
製
品

Ｖ－１計画では要素技術の深掘りを進めるとともに、分子接着・接合技術を
応用したものづくりを確立していきます。 ’１５/３

（実績）

１１

’1６/３
（実績）

１１

’1７/３
（目標）

１1

連結売上目標

卓球ラケット用ラバーは、球を高速で弾く反発弾性や強烈なスピンをかける
高摩擦抵抗などを追求した、世界最高品質と性能を持つ製品です。マイクロ
流体デバイスは、ＤＮＡをはじめ様々な液体や気体を分析する生化学分析
デバイスです。

ライフサイエンス分野

マイクロ流体デバイス
卓球ラケット用ラバー

主
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Ｖ－１計画ではマイクロ流体デバイス製品について、市場環境、お客様の
状況を見極めて、早期の市場投入に向けて事業化活動を進めていきます。
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連結売上目標

ＲＦＩＤ用ゴム製品は、ＩＣチップやアンテナ部をゴム素材で覆い、折り曲げに
強く、耐水性、耐熱性に優れた、柔らかい小型のＩＣタグです。特に海外の市
場で多くの受注をいただいています。他にもＬＥＤ基板用の高反射率を実現
する白色レジストインクやシリコーン製透明レンズなど、当社独自の技術を
生かして他社に真似のできない製品を展開しています。

その他分野

ASA COLOR LENS ASA COLOR RESIST INK
蛍光体シート RFIDタグ用ゴム製品

主
な
製
品

Ｖ－１計画では技術力の強化により付加価値を高めて市場投入を図ってい
きます。
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連結売上目標

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＥＤ
ＡＳＡ ＣＯＬＯＲ ＬＡＭＰＣＡＰ
ＲＦＩＤタグ用ゴム製品

［主な生産製品］

［主な生産製品］

［主な生産製品］

［主な生産製品］

接点ラバー
Oリングなどの
自動車向け精密ゴム製品
卓球ラケット用ラバー

プレフィルドシリンジ用
ガスケット

マイクロ流体デバイス

採血用・薬液混注用ゴム栓



株式の状況／会社概要

株式の状況
発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

会社概要

株主メモ

所有者別株式の分布状況

個人・その他
56.3％

11，5００，０００株
4，618，52０株

3，038名

〒３３０－０８０１ 埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目７番２
ＴＥＬ ： ０４８－６５０－６０５１　ＦＡＸ ： ０４８－６５０－５２０１

（平成２８年３月３１日現在）

事 業 年 度
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会

商 号

所 在 地
設 立
資 本 金
証 券コ ード
正 社 員 数
主な業務内容

埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目７番２
昭和５１年６月 （創業 昭和４５年５月）
５億１，６８７万円
５１６２
２７１名
工業用ゴム製品の製造・販売

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

役 員

株式会社朝日ラバー （ＡＳＡＨＩ ＲＵＢＢＥＲ ＩＮＣ．）
http://www.asahi－rubber.co.jp/

主な事業所 本社 ： 埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目７番２
大阪営業所／名古屋営業所／福島工場／
第二福島工場／白河工場
取締役会長
代表取締役社長
取締役
取締役
取締役
取締役（監査等委員）（社外）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）（社外）

横山 林
渡邉 陽一郎
髙木 和久
滝田 充
田崎 益次
鈴木 敦
亀本 順志
馬場 正治

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

公 告 の 方 法

４月１日～翌年３月３１日
３月３１日
９月３０日
毎年６月に開催

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社証券代行部
〒１３７－８０８１
東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
ＴＥＬ ： ０１２０－２３２－７１１（通話料無料）
東京証券取引所
（ＪＡＳＤＡＱスタンダード）
電子公告により行う
公告掲載ＵＲＬ
http://www.asahi－rubber.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に公告いたします。）

（ご注意）
株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求、配当金の振込指定その他各種お手続きにつきま
しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口
座を開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）で
はお取り扱いできませんのでご注意ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理
機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合わせくだ
さい。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。

１．

２．

３．

金融機関
23．7％

その他の法人
15．2％

金融商品取引業者
2．3％

外国法人等
0．9％

自己名義株式
1．5％

所有株式数
4,618,520株

大株主

持株比率は自己株式（70，912株）を控除して計算しております。

持株数株主名 持株比率
有限会社伊藤コーポレーション
伊藤 尚美
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
株式会社武蔵野銀行
株式会社東邦銀行

567,5００
226,０００
222,528
196,5００
147,4００

12.5
5.０
4.9
4.3
3.2

※1

※1 

（株） （％）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
Easy to read universal design 
fonts that are used.

役員紹介 このたびの第46回定時株主総会で選任され就任しました新任の取締役をご紹介します。

このような大役を仰せつかるには、まことに微力
でございますが、先輩各位ならびに社員の皆様
のご助言、ご協力をあおぎ、業務に邁進してゆく
決意でございます。私は技術畑出身でお客様と
商品、周囲の皆様に育てていただきました。当
社の強みを更に伸ばしていくために、新しい時
代に適応できる集団となり、全体の方向性を理
解したうえで、部分はそれぞれの創造力と実行
力を発揮できるように取り組んで行きます。皆
様方のあたたかいご理解ご協力を心からお願
い申し上げます。

取締役 管理本部長

田崎 益次

平成２０年から８年間にわたって監
査役を務めてきました。経営の様々
な会議や、現場での監査活動などを
通して、当社の現状と可能性につい
てより深く考えることができるよう
になってきました。これからは、引き
続き監査委員という立場で、経営の
規律を監視すると同時に、社外取締
役の立場で当社の可能性を実現す
るために、微力を尽くしていきたい
と考えています。

取締役（監査等委員）

鈴木 敦

平成２８年6月2１日現在

※２

※２


